
一般質問 一 般 質 問

Q
香
り
に
関
す
る
情
報
提
供
と
し

て
、
５
省
庁
（
消
費
者
庁
、
文
部

科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
経
済
産

業
省
、
環
境
省
）
に
よ
る
啓
発
ポ

ス
タ
ー
を
配
布
し
て
、
市
民
へ
の

情
報
提
供
を
行
う
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

A
産
業
観
光
部
長　
啓
発
ポ
ス
タ

ー
を
掲
載
す
る
こ
と
は
有
効
だ
と

考
え
る
。
ポ
ス
タ
ー
を
20
部
手
配

し
、
庁
内
の
関
係
課
と
調
整
し
な

が
ら
、
市
有
施
設
に
掲
示
し
た

い
。

Q
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
利
用

で
き
る
場
所
と
し
て
、
は
ね
た
き

広
場
に
子
ど
も
用
遊
具
を
設
置
す

る
考
え
は
。

A
都
市
建
設
部
長　
は
ね
た
き
広

場
は
、
国
や
群
馬
県
の
補
助
制
度

を
活
用
し
て
整
備
を
行
っ
た
多
目

的
広
場
で
、
公
園
を
再
整
備
す
る

こ
と
は
施
設
の
用
途
変
更
に
該
当

す
る
。
今
後
、
策
定
予
定
の
公
園

広
場
配
置
計
画
の
中
で
、
地
域
の

実
情
や
市
民
の
意
見
な
ど
を
踏
ま

え
検
討
し
た
い
。

Q
は
ね
た
き
広
場
で
は
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
イ
ベ
ン
ト
な
ど
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
た
公
園
づ
く
り
も

必
要
だ
と
思
う
が
。

地
域
の
治
水
対
策
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
は
。

A
市
長　
川
久
保
地
域
も
含
め
、

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
市
全

体
の
治
水
対
策
を
全
庁
的
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
国
や
県
が
所
管

す
る
河
川
、
砂
防
事
業
に
つ
い
て

は
、
継
続
し
て
関
係
各
所
に
事
業

や
対
策
を
要
望
し
た
い
。

A
市
長　
駐
車
場
を
利
用
し
た
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
な
ど
は
大
い

に
歓
迎
し
た
い
。
民
間
事
業
者
が

積
極
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
使
用

料
な
ど
の
見
直
し
や
工
夫
を
し
て

い
き
た
い
。

Q
は
ね
た
き
広
場
や
な
が
め
南
公

園
多
目
的
広
場
に
幅
広
い
世
代
が

気
軽
に
運
動
で
き
、
安
心
し
て
遊

ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
健
康
遊

具
や
子
ど
も
遊
具
の
必
要
性
は
。

A
市
長　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

子
育
て
し
や
す
い
公
園
が
少
な
い

と
い
う
意
見
が
あ
る
。
市
民
に
喜

ば
れ
、
活
用
さ
れ
る
よ
う
な
公
園

整
備
と
し
て
、
健
康
遊
具
や
子
ど

も
遊
具
の
設
置
、
新
た
な
子
育
て

世
代
に
向
け
て
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
の
建
設
な
ど
検
討
し
た
い
。

椎
名
　
み
ど
り
市
公
園
協
議
会
を

設
置
し
て
、
都
市
公
園
ご
と
の
ロ

ー
カ
ル
ル
ー
ル
づ
く
り
の
検
討

を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
令
和
４
年
８
月
27
日
か
ら
2８
日

の
豪
雨
に
よ
り
、
市
内
で
は
土
砂

崩
れ
や
路
肩
崩
壊
な
ど
災
害
が
発

生
し
た
。
防
災
も
従
来
ど
お
り
の

対
策
や
心
構
え
で
は
、
身
を
守
れ

な
い
。
大
間
々
町
高
津
戸
川
久
保

答弁… 地域の実情や市民の意見など
を踏まえ検討したい

はねたき広場に子ども
用遊具の設置を

本文  原稿
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一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

Q
ゼ※

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
表
明

し
た
理
由
は
。

A
市
民
部
長　
近
年
、
地
球
温
暖

化
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
急
激
な

気
候
変
動
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
集
中

豪
雨
が
全
国
各
地
で
発
生
す
る
な

ど
、
近
年
の
急
激
な
気
候
変
動
に

よ
り
、
災
害
が
激
甚
化
、
頻
発
化

し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
み
ど
り

市
内
に
お
い
て
も
豪
雨
災
害
が
発

生
し
て
い
る
。
地
球
規
模
で
進
行

す
る
温
暖
化
、
ま
た
こ
れ
に
起
因

す
る
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み

を
強
化
し
、
未
来
の
子
ど
も
た

ち
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、

２
０
２
１
年
12
月
に
人
材
育
成
な

ど
本
市
の
独
自
性
を
打
ち
出
し
た

み
ど
り
５
つ
の
ゼ
ロ
宣
言
と
併
せ

て
、
災
害
に
強
く
持
続
可
能
な
ま

ち
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
表

明
し
た
。

Q
本
市
を
取
り
巻
く
環
境
状
況
は

刻
々
と
変
化
し
て
お
り
、
状
況
の

変
化
を
的
確
に
捉
え
、
具
体
的
な

取
り
組
み
を
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
実
現
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
考
え
て
い
る
か
。

ゼ
ロ
を
達
成
す
る
た
め
、
重
点
取

り
組
み
の
１
つ
に
人
材
育
成
を
位

置
付
け
て
い
る
。
人
材
育
成
に
特

化
し
た
取
り
組
み
を
継
続
、
強
化

し
、
市
民
一
人
一
人
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
転
換
を
図
り
、
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

を
市
民
に
定
着
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

A
市
民
部
長　
温
暖
化
の
原
因
と

な
る
二
酸
化
炭
素
に
代
表
さ
れ
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
多
く
は
、
化
石

燃
料
を
使
用
す
る
際
に
排
出
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を

推
進
す
る
た
め
に
は
使
用
さ
れ
る

化
石
燃
料
を
い
か
に
し
て
減
ら
し

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
と

な
る
。
そ
の
た
め
本
市
で
は
、
日

照
時
間
の
長
さ
や
本
市
北
部
に
広

が
る
森
林
資
源
を
有
効
活
用
し
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
増

進
、
Ｅ
Ｖ
車
用
の
急
速
充
電
設
備

の
導
入
や
、
電
話
で
バ
ス
の
車
両

を
Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
改
造
す
る
な
ど
、
環

境
に
優
し
い
移
動
手
段
の
推
進
、

各
種
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
や
生
ご
み

減
量
化
対
策
補
助
金
の
拡
充
な

ど
、
大
き
く
３
つ
の
取
り
組
み
に

力
を
入
れ
て
い
る
。

Q
市
民
に
ど
う
定
着
さ
せ
て
い
く

か
。

A
市
民
部
長　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社

会
の
実
現
に
は
、
電
気
を
小
ま
め

に
消
す
と
い
っ
た
よ
う
な
、
市
民

一
人
一
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

転
換
が
重
要
と
考
え
る
。
そ
の
た

め
、
み
ど
り
５
つ
の
ゼ
ロ
宣
言
で

は
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
５
つ
の

答弁… 災害に強く持続可能なまちを
構築することを目的に表明し
た。

ゼロカーボンシティを
表明した理由は
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一般質問 一 般 質 問

新令クラブ 藤生　吉顕 議員

Q
競
艇
事
業
の
目
的
と
直
近
ま
で

の
総
売
上
、
粗
利
、
み
ど
り
市
収

益
分
の
推
移
は
。

A
競
艇
事
業
局
長　
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
で
収
益
を
上
げ
て
、
そ
の
地
域

で
社
会
貢
献
事
業
を
行
う
こ
と
が

使
命
。
総
売
上
は
平
成
1６
年
度
が

３
９
４
億
３
１
６
５
万
円
、
平
成

2６
年
度
が
８
２
０
億
２
９
２
万
円
、

令
和
２
年
度
が
１
３
２
６
億
７
７

７
７
万
円
。
粗
利
は
平
成
1６
年
度

が
４８
億
４
７
３
５
万
円
、
平
成
2６

年
度
が
５５
億
９
８
９
０
万
円
、
令

和
２
年
度
が
１
１
３
億
８
３
８
０

万
円
。
本
市
収
益
分
は
、
平
成
2６

年
度
が
５
億
２
３
５
０
万
円
、
令

和
２
年
度
が
５
億
３
５
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

Q
契
約
当
初
か
ら
何
度
か
行
わ
れ

て
い
る
消
費
税
増
税
が
競
艇
事
業

に
与
え
る
影
響
は
。

A
競
艇
事
業
局
長　
消
費
税
５
％

か
ら
８
％
へ
の
増
税
で
、
平
成
2６

年
度
は
３
億
２
７
０
０
万
円
、
10

％
へ
の
増
税
で
令
和
元
年
度
は
８

億
１
３
０
０
万
円
、
令
和
２
年
度

は
13
億
６
９
０
０
万
円
が
支
払
い

経
費
に
対
し
て
影
響
が
出
て
い
る
。

Q
舟
券
販
売
時
に
ゲ
ス
ト
か
ら
消

費
税
を
含
ま
な
い
中
で
、
施
行
者

入
と
す
る
リ
ス
ク
を
排
除
し
た
契

約
と
は
違
っ
た
他
場
の
契
約
形
態

な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
本
市

の
収
益
が
最
大
限
獲
得
で
き
る
よ

う
交
渉
を
進
め
る
。

藤
生
　
地
方
財
政
に
貢
献
し
、
社

会
貢
献
事
業
を
す
る
こ
と
が
使
命

で
あ
る
と
い
う
最
初
の
目
的
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
本
市
の
財
政
に

大
き
な
貢
献
を
望
む
。

と
し
て
税
を
生
み
出
し
国
や
地
方

に
貢
献
し
て
い
る
と
思
う
が
、
優

遇
さ
れ
る
こ
と
や
支
払
い
猶
予
な

ど
の
考
え
方
は
。

A
競
艇
事
業
局
長　
こ
れ
ま
で
、

消
費
税
の
支
払
い
に
お
い
て
国
か

ら
優
遇
措
置
を
受
け
た
こ
と
は
な

い
。
今
後
は
税
な
ど
の
支
払
い
に

対
し
、
中
央
団
体
と
協
議
連
携
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

Q
令
和
４
年
度
、
５
年
度
の
総
売

上
、
粗
利
額
の
予
測
は
。

A
競
艇
事
業
局
長　
令
和
４
年
度

の
総
売
上
は
１
４
８
４
億
７
６
０

万
円
、
粗
利
額
は
１
２
７
億
５
７

１
９
万
円
。
令
和
５
年
度
は
、
総

売
上
を
１
５
３
１
億
７
６
０
万
円
、

粗
利
額
を
１
３
１
億
７
３
３
７
万

円
と
見
込
ん
で
い
る
。

Q
令
和
２
年
度
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
桐

生
と
全
国
他
場
と
の
売
上
、
収
益

率
の
比
較
は
。

A
競
艇
事
業
局
長　
全
国
2４
競
走

場
の
う
ち
、
桐
生
は
売
上
は
６
番

目
で
あ
る
が
、
事
業
収
益
率
で
は

１
位
の
下
関
の
９
・
８４
％
に
対
し

０
・
0６
％
で
23
位
と
な
っ
て
い
る
。

Q
令
和
６
年
度
か
ら
の
新
た
な
契

約
に
向
け
た
考
え
方
は
。

A
副
市
長　
現
在
の
一
定
額
を
収

本文  原稿

答弁… 収益を上げ、社会貢献事業を
行うことが使命

競艇事業の目的は

みどり市　議会だより 12



一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

Q
み
ど
り
市
道
路
反
射
鏡
設
置
要

綱
第
３
条
中
、
（
１
）
公
道
の
湾

曲
部
又
は
屈
曲
部
で
あ
っ
て
前
方

の
見
通
し
が
悪
い
場
所
と
あ
る
。

文
章
の
み
で
は
分
か
り
づ
ら
い
。

説
明
図
を
つ
け
る
、
ま
た
は
端
的

明
瞭
な
文
章
に
す
る
考
え
は
。

A
危
機
管
理
監　
分
か
り
や
す
い

表
現
に
な
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い

き
た
い
。

Q
道
路
反
射
鏡
面
維
持
管
理
で

は
、
汚
れ
や
す
く
傷
つ
き
や
す
い

も
の
も
あ
る
。
市
民
に
清
掃
依
頼

を
す
る
の
で
は
な
く
、
専
門
業
者

に
委
託
し
て
は
。

A
危
機
管
理
監　
清
掃
を
行
っ
た

た
め
に
傷
つ
い
た
事
例
も
あ
る
。

検
討
し
た
い
。

Q
市
民
要
望
の
多
い
道
路
反
射
鏡

だ
。
み
ど
り
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
に
設
置
に
つ
い
て
の
詳
細
掲
載

を
。

A
危
機
管
理
監　
共
通
認
識
と
し

て
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
白
内
障
に
対
す
る
認
識
は
。  

A
保
健
福
祉
部
長　
白
内
障
は
、

加
齢
な
ど
の
原
因
か
ら
瞳
の
水
晶

体
が
濁
っ
て
し
ま
う
病
気
で
、
発

な
ど
し
て
い
く
。

Q
夏
休
み
明
け
直
後
に
学
級
閉
鎖

な
ど
が
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、

行
事
の
実
施
に
よ
り
感
染
者
が
出

る
な
ど
、
疑
問
視
す
る
声
も
あ

る
。
コ
ロ
ナ
へ
の
警
戒
心
が
薄
れ

て
い
る
よ
う
な
教
育
現
場
で
は
な

い
の
か
。

A
教
育
部
長　
再
度
し
っ
か
り
対

応
す
る
。
今
ま
で
以
上
に
、
感
染

防
止
に
必
要
な
指
導
や
児
童
生
徒

が
感
染
し
て
し
ま
っ
た
場
合
の
対

応
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
禍
で
児
童
生

徒
が
不
安
や
体
の
不
調
を
抱
え
て

い
る
と
の
指
摘
か
ら
相
談
体
制
を

強
化
す
る
中
で
、
き
め
細
か
な
支

援
に
取
り
組
む
。

症
す
る
と
視
力
が
低
下
す
る
な
ど

の
症
状
が
現
れ
る
。

Q
手
術
に
踏
み
切
る
要
因
は
、
視

力
低
下
の
た
め
自
動
車
免
許
証
更

新
が
で
き
な
く
な
り
、
改
善
す
る

た
め
に
手
術
を
行
う
な
ど
で
あ

る
。
手
術
自
体
は
、
保
険
適
用
だ

が
、
術
後
、
焦
点
が
合
わ
な
く
な

る
た
め
新
た
に
め
が
ね
を
作
成
す

る
必
要
が
あ
る
。
本
市
に
お
い

て
、
め
が
ね
作
成
な
ど
の
補
助
金

制
度
創
設
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
患
者
の
生
活

環
境
改
善
の
た
め
、
術
後
に
対
す

る
補
助
金
制
度
創
設
に
つ
い
て
提

案
を
い
た
だ
き
、
早
期
の
整
備
に

向
け
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
は
、
感
染
拡
大
防
止
と

社
会
経
済
活
動
の
両
立
を
ど
う
図

る
か
が
重
要
。
今
後
、
ど
の
よ
う

な
対
策
で
本
市
の
地
域
性
を
生
か

す
の
か
。

A
産
業
観
光
部
長　
み
ど
モ
ス
応

援
券
の
３
回
目
の
支
給
な
ど
で
、

活
性
化
を
進
め
た
い
。
ま
た
、
対

策
の
申
請
時
に
つ
い
て
も
対
象
者

全
員
が
簡
単
な
手
続
き
で
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
関
係
機
関
が
手
助
け

公明クラブ 宮﨑　　武 議員

本文  原稿

答弁… 早期の整備に向け検討

補助金制度創設は

みどり市　議会だより [2022年11月4日　65号]　13



一般質問 一 般 質 問

その他鳥類

17

カラス

15

その他獣類

20

サル

9

イノシシ

48

シカ

55

Q
新
規
就
農
者
へ
の
取
り
組
み

は
。

A
産
業
観
光
部
長　
次
世
代
を
担

う
新
規
就
農
者
の
確
保
は
重
要
課

題
の
一
つ
と
捉
え
て
い
る
。
全
国

農
業
会
議
所
が
令
和
３
年
度
に
実

施
し
た
新
規
就
農
者
の
就
農
実
態

に
関
す
る
調
査
結
果
で
は
、
新
規

就
農
者
が
就
農
時
に
苦
労
し
た
こ

と
と
し
て
農
地
の
確
保
、
資
金
の

確
保
、
営
農
技
術
の
確
保
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
結
果
を

ふ
ま
え
、
み
ど
り
市
と
し
て
は
農

林
課
、
農
業
委
員
会
事
務
局
が
連

携
し
、
新
規
就
農
者
が
農
地
を
借

り
や
す
く
な
る
よ
う
な
施
策
を
検

討
し
て
い
き
、
持
続
的
な
農
業
経

営
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
取
り
組

み
の
支
援
を
し
て
い
く
。

Q
み
ど
り
市
の
農
業
生
産
の
課
題

は
。

A
副
市
長　
高
齢
化
に
よ
り
農
業

従
事
者
が
減
少
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
経
営
耕
地
面
積
も
減
少
し
て

お
り
、
全
体
の
生
産
力
が
少
し
ず

つ
低
下
し
て
い
る
。
ま
た
地
域
的

に
、
野
生
鳥
獣
な
ど
に
よ
る
農
作

物
へ
の
被
害
が
耕
作
意
欲
の
低
下

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

Q
み
ど
り
市
独
自
の
農
業
生
産
支

生
産
費
の
高
騰
も
続
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
令
和
４
年
第
３
回
定
例

会
で
補
正
予
算
を
上
程
し
て
い

る
。
今
後
も
農
業
生
産
費
の
高
騰

対
策
支
援
を
、
関
係
団
体
、
農
業

協
同
組
合
な
ど
と
も
情
報
共
有

し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

援
施
策
は
。

A
副
市
長　
ま
ず
国
、
県
の
支
援

策
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た

い
。
若
い
新
規
農
業
者
に
は
、
ま

ず
生
産
力
向
上
の
観
点
か
ら
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
の
導
入
。
ま
た
、
消
費

者
ニ
ー
ズ
が
見
込
ま
れ
る
希
少
野

菜
の
栽
培
、
栽
培
品
目
を
増
や
し

て
、
売
れ
る
野
菜
を
作
っ
て
い

く
。
若
い
方
が
意
欲
的
に
取
り
組

め
る
施
策
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。
地
域
特
性
、
農
業
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
施
策
を
講
じ
、
農
業

活
性
化
や
農
業
者
の
新
た
な
挑
戦

を
応
援
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
予

算
措
置
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

Q
農
業
、
生
産
資
材
の
高
騰
に
対

す
る
支
援
施
策
は
。

A
市
長　
農
業
と
い
う
の
は
、
私

た
ち
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
、

大
変
重
要
な
食
料
の
生
産
を
営
ん

で
い
る
産
業
で
あ
る
と
い
う
認

識
。
令
和
３
年
度
に
は
、
原
油
価

格
の
高
騰
に
よ
り
燃
料
費
負
担
増

が
農
業
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、
ハ
ウ
ス
加
温
に
用

い
る
重
油
、
灯
油
、
木
質
ペ
レ
ッ

ト
な
ど
の
購
入
費
の
一
部
を
支
援

し
た
。
今
回
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
農
業

広和クラブ 武井　俊一 議員

本文  原稿

答弁… 令和４年第３回定例会で  　
補正予算を上程

農業、生産資材の高騰
に対する支援施策は

みどり市　議会だより 14



一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

Q
寅
久
保
バ
イ
パ
ス
と
塩
原
バ
イ

パ
ス
の
工
事
概
要
と
完
成
時
期

は
。

A
都
市
建
設
部
長　
寅
久
保
バ
イ

パ
ス
は
小
平
塩
原
線
滝
ノ
上
工
区

に
、
塩
原
バ
イ
パ
ス
は
渡
良
瀬
幹

線
道
路
塩
原
工
区
に
名
称
変
更
し

た
。
小
平
塩
原
線
滝
ノ
上
工
区

は
、
福
岡
記
念
館
か
ら
福
岡
大
橋

ま
で
の
約
１
㎞
区
間
を
整
備
。
道

路
幅
員
は
、
９
・
7５
ｍ
。
完
成
予

定
は
未
定
。
渡
良
瀬
幹
線
道
路
塩

原
工
区
は
、
福
岡
大
橋
か
ら
通

称
七
曲
を
過
ぎ
た
辺
り
の
国
道

１
２
２
号
接
続
ま
で
の
約
１
・
５

㎞
を
整
備
。
幅
員
は
10
・
2５
ｍ
。

令
和
７
年
度
完
成
予
定
。

Q
小
平
塩
原
線
滝
ノ
上
工
区
完
成

に
合
わ
せ
、
小
平
の
里
の
再
構
築

の
考
え
は
。

A
産
業
観
光
部
長　
令
和
４
年
度

か
ら
官
学
連
携
の
一
環
と
し
て
浅

原
・
小
平
地
区
の
活
性
化
に
向
け

た
や
ま
・
さ
と
応
援
隊
事
業
を
高

崎
経
済
大
学
と
連
携
し
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
現
在
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
マ
ッ
プ
な
ど
の
作
成
も
検

討
し
、
効
果
的
に
情
報
発
信
が
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

Q
陶
器
作
り
を
楽
し
め
た
狸
穴
陶

A
市
長　
今
後
、
幹
線
道
路
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
る
事
に

伴
い
、
ア
ク
セ
ス
向
上
に
よ
る
効

果
の
最
大
限
の
活
用
と
交
流
人

口
、
関
係
人
口
が
増
加
し
、
移

住
・
定
住
へ
と
結
び
つ
く
よ
う
な

各
種
の
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

房
の
現
状
は
。

A
産
業
観
光
部
長　
平
成
17
年
度

か
ら
陶
芸
の
専
門
家
が
不
在
と
な

り
利
用
さ
れ
て
い
な
い
状
況
。

柴
﨑
　
他
市
に
お
い
て
竹
を
テ
ー

マ
に
し
た
取
り
組
み
を
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
。
浅
原
・
小
平
地

域
は
、
花
輪
彫
刻
師
集
団
の
作
品

も
あ
り
、
狸
穴
陶
房
を
拠
点
と
し

た
施
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

Q
渡
良
瀬
幹
線
道
路
塩
原
工
区
完

成
に
伴
い
、
多
世
代
交
流
館
周
辺

は
、
公
衆
用
外
ト
イ
レ
や
塩
原
上

水
場
、
市
営
住
宅
な
ど
災
害
避
難

所
に
適
し
た
環
境
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
防
災
拠
点
の
位
置
付
け
は
。

A
危
機
管
理
監　
今
後
も
地
域
の

ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
な
が
ら
推
進
し

て
い
き
た
い
。

Q
塩
原
地
域
の
渡
良
瀬
川
沿
線
に

遊
歩
道
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

親
水
公
園
の
整
備
の
検
討
は
。

A
都
市
建
設
部
長　
河
川
災
害
の

影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

Q
主
要
道
路
２
本
の
完
成
に
伴

い
、
旧
福
岡
地
域
の
活
性
化
に
向

け
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考

え
て
い
る
か
。

広和クラブ 柴﨑　訓佳 議員

本文  原稿

答弁… 幹線道路の整備に伴い各種施
策を展開していく

旧福岡地域の活性化に
向けた取り組みは
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